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概 要
大学における学生の授業への出席に関する情報は，受講態度の主要な要素と
して成績評価に反映される場合があるほか，授業終了後の質問やオフィスアワ
ーなどの個別指導に利用できるため，大学教育の充実には欠かせない必要な要
素である。松山大学の授業において学生の出席状況に関する情報を得るには，
学生から提出された紙媒体の出席カードの集計をしなければならず，大人数の
授業では時間がかかるとともに，大きな事務負担が発生している。
一方，松山大学の教室におけるネットワーク環境は，パソコン実習室を中心
に１００～２００人規模の収容教室でも整備されつつあり，主に情報関連科目の授
業などで利用されている。この学内ネットワーク環境を活用し，各学生がパソ
コンから本人確認データを送信することによって，出席情報をリアルタイムに
集計することが可能である。
本研究では，ネットワーク及びデータベースなどのWeb技術を用いた出席
管理システムの開発によって，学生の出席状況に関する情報を処理する手法に
ついて考察し，実際の授業における運用テストを通じて，本システムの有効性
を検証及び評価する。その際，不正アクセス又はなりすまし（代返行為）を含
む出席管理システムの脆弱性について対策を講じるほか，出席管理は教員が学
生を管理することではなく，学生が主体となって学習の管理を行うという観点
から，本システムの設計に至った動機についても述べる。
１ は じ め に
少子化による１８歳人口の著しい減少や大学進学率の上昇といった大学全入
時代とも言われる社会的背景を受けて，大学教育に求められる社会的要請が変
化しつつある。特に，講義や実習など授業の内容に関する大学教育としての一
定の品質を維持すると同時に，学生にとって理解しやすい授業を提供すること
が求められている。また，産業界からは，基礎学力や専門的知識だけでなく，
社会人基礎力を含めた実践的な問題解決能力を求める声が高まっている。
一方，授業を担当する教員は，受講者である学生の出席を前提として授業の
内容及び構成を組み立てている。そのため，授業に出席しない学生が存在する
と，補習の実施や授業資料の配付といった個別の対応に追われ，正規の授業時
間及び授業準備時間の他に，学生のための学習支援に時間を取られることに
なってしまい，時間的な制約から万全なサポート体制を整えることは至難の業
となっている。
さまざまな社会的要請に応じて有効な授業を実施するためには，授業内容や
方法の改善，学生の授業に対する意識の向上，教育環境の向上が求められてい
る。その中でも，出席管理は授業を運営する上で基本的な要素の一つと考えら
れる。そのため，大学の授業における受講者の出席を確認するため，さまざま
な方法が利用されている。
受講者の氏名を読み上げて出席を確認する「点呼」は，少人数の授業の場合
には確実に受講者の本人確認ができることから，最も手堅い方法だと言える。
しかし，大人数の授業において点呼による出席確認をすると，そのために要す
る時間が正規の授業時間を圧迫するだけでなく，受講者の本人確認の面で大幅
に信頼性が低下する。実際，点呼が出席確認の手段として用いられている授業
は，英語や第二外国語など言語文化科目に多い。
次に，様式が指定された紙媒体の出席カードの提出による出席確認の方法
は，大人数の授業にも対応できるため多くの授業で採用されている。出席カー
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ドの回収及び集計には時間がかかるため，正規の授業時間のうち出席カードの
回収に要する時間と，その回収後に集計する時間及び事務コストが発生する。
さらに，実際には授業に出席していない受講者があたかも出席したかのように
見せかける不正行為の可能性を排除できない。例えば，n人の受講生がいる授
業では代返行為による不正を見抜くためには nC２の組み合わせについて出席カ
ードを照合して筆跡鑑定しなければならない。その組み合わせは２次のオーダ
ーで増大し，運よく不正行為を発見できたとしても，すべての不正行為まで調
べつくせるわけではない。同じ不正行為であっても，その行為が発見されたか
発見されなかったのかに応じて処分が変わるのは公正を欠き，合理的でない。
その他に，出席名簿を回覧して自署する出席確認の方式では，出席確認に要
する時間的及び事務的コストを大幅に削減できる。しかし，受講者数の規模に
よっては時間内に出席名簿が行き届かない場合があるほか，本人確認が不十分
のため不正行為の可能性を排除できない。実際，欠席者の氏名を出席者が代返
する不正行為を見出すために，出席者の人数と出席名簿に自署した人数を比較
するようなことをすれば，時間的及び事務的コストを負担することになってし
まう。
成績評価の基準に出席状況を含めて受講態度を考慮する授業では，厳格な出
席確認の実施によって，受講者に支持されると同時に，不公平感を生み出さな
い工夫が求められる。そこで，本稿では情報システムの実装による出席管理の
効率化を提案する。情報システムの導入によって得られるメリットは次の通り
である：
出席情報の管理に要する時間的及び事務的なコストを削減する
容易に実現可能な不正行為（代返行為等）を排除する
受講者ごとに出席状況の履歴を学生本人が確認できるようにする
本稿では，２００７年度松山大学教育研究助成を受けて設計・開発した出席管
理システム AMUSEについて述べる。
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２ 先 行 事 例
情報システムを利用した出席管理の方法は，既に多くの大学で導入されてい
る。ここでは，それら先行事例について調査した結果の一部を述べる。
青森大学では，２００５年度に携帯電話による教育支援システムを全学的に導
入した。１）このシステムは，情報システムの端末として学生の携帯電話を使用す
ることを前提に，履修登録・掲示板・出席管理・授業評価等の機能を備えてい
る。特に，出席管理機能には，なりすましによる代返行為の防止のため，出席
登録時に教員が読み上げる数字１桁のパスワードの入力を求めると同時に，受
講者数の規模にかかわらず６名程度の受講者をランダムに指名し，その場で学
籍番号と氏名を確認する仕組みを導入している。青森大学の福永栄一准教授
は，代返防止や出席・遅刻等のチェックに関する発明（出席管理システム及び
コンピュータプログラム）を特許出願している。（特許公開２００６－２９３４５３）
また，青森大学の教育支援システムのうち，出席管理機能は大阪電気通信大
学や弘前大学など他の大学でも採用されている。
情報システムの端末として携帯電話を用いる同様の出席管理システムは，
１９９９年２月に携帯電話のインターネット接続サービス「iモード」が登場した
頃から授業単位では利用されている。例えば，帝京大学理工学部情報科学科，２）
関西大学工学部３）では，携帯電話のインターネット接続機能を利用したアクセ
スで ID及びパスワードの入力によって本人確認するとともに，教員が発声す
る指定キーワードの入力により授業時間中に教室内にいることを確認してい
る。学生の所有する携帯電話を情報システムの一部に利用する形態では，携帯
電話を持っていないと申告すれば出席カード等の代替手段が提供されるため，
自分の出席確認を携帯電話から登録した上で，在室していない知人の出席確認
を代替手段で行うといったソーシャルエンジニアリングの発生には留意しなけ
ればならない。その他，最近では出席管理機能だけでなく，小テスト，受講者
から教員への質問，教員から受講生への連絡といった複数の講義支援機能を付
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け，学生の学習を支援しているものが多い。４）－６）
松山大学と同様に ICチップ内蔵の学生証を利用している札幌大学では，大
人数教室の入り口に ICチップの読み取り機（ICリーダ）を設置し，入室する
学生が認証を受けるシステムが導入されている。この ICリーダは，学生証だ
けでなく FeliCa対応の携帯電話でも利用できることから，比較的簡単に出席
確認を行うことができる。もちろん，携帯電話の FeliCaチップによる本人確
認は，携帯電話の契約変更や買い替えなどに伴う基本情報の更新を伴うことか
ら，時間的及び事務的コストを見込んでおかなければならず，しかも不正行為
に使われやすい。
松山大学では，学生証内蔵 ICチップの利用による出席登録の方式を導入し
た授業及び学内講座（課外授業）がある。学生証を ICリーダにタッチするだ
けで出席登録できることから，わかりやすさとインターフェースの面で優れて
いる。受講者の規模に応じて待ち行列理論に基づく ICリーダ等機器の設置を
考慮しなければならないが，学生同士で学生証の授受をしない限り，一定の本
人確認と在室確認の信頼性は確保できる。
大きな初期コストをかけないで導入できるWorld Wide Webの技術（Web技
術）は，ネットワーク環境の整った教室で有効である。松山大学経営学部では，
２００６年度から，著者の担当する「情報コース特殊講義 Webデザイン論」の
授業において，Webシステムによる出席確認の方法を導入した。この授業で
は教室（８７３教室）内に設置されたノートパソコン計１０４台を受講者一人ひと
りが利用できるため，受講者は教員の指示に従い，著者の授業用Webサイト
に設置した出席確認フォーム（図１）に学籍番号，氏名及びコメントを記入し
てボタンをクリックすることで出席データを送信する。通常，授業開始直後に
出席確認のデータ送信を指示した。また，この授業では毎回の授業教材を著者
の授業用Webサイトで公開していたことから，授業開始前までに出席登録す
ることで，授業開始と同時に実習用パソコンがセットアップされていることが
期待できる。
出席管理システム AMUSEの設計と開発 ９９
受講者各自が入力した出席データは，送信時刻と送信元の IPアドレスを加
えたテーブル形式の情報として教員の元に届く。送信時刻から遅刻の判定がで
き，IPアドレスから存在場所を判別できる。教員は，表計算ソフトを用いて
CSV形式で出力された出席データを管理している。
一方，Webシステムによる出席確認を導入した２００６年度当初は，簡易な
ファイルシステムを使った実装（Apache + Perl）に過ぎず，受講者が記録を確
認するには，その都度，教員が出席記録を調べて対応する必要があった。デー
タベース管理システムを導入し，学生による情報管理の仕組みを取り入れたシ
ステムの実装が課題として存在する。
松山大学の教室におけるネットワーク環境は，パソコン実習室を中心に１００
～２００人規模の収容教室でも整備されつつある。例えば８４４教室及び８４５教室
では最大で２１０台のネットワーク端末をインターネットに接続可能である。そ
のような教室では，情報関連科目の授業はもちろん，パソコンの利用を通じて
授業の内容を深めさせる目的の一般授業などで利用されている。この学内ネッ
トワーク環境を活用し，各学生がパソコンから本人確認データを送信すること
によって，出席情報をリアルタイムに集計することが可能である。集計された
出席情報は，その場で教師用パソコンの画面に表示させ，出席者に限定して授
業内容に関する質問を発したり，グループ分けをしたりするときの基礎データ
図１ 出席確認フォーム
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として使用できる。
Web技術による出席確認システムは，受講者一人あたり１台のパソコンが
用意されている実習教室で，全てネットワークで接続されている環境において
有効な方法である。受講者のパソコンに，DHCPではなく固有の IPアドレス
が割り当てられている場合には，出席者の座席の位置まで把握することが可能
である。このようなWeb技術による出席確認システムの導入例としては，他
に法政大学工学部，７）電気通信大学電気通信学部情報工学科８）等が存在する。
技術の進歩によって，生体認証（バイオメトリックス）による出席確認シス
テム９）も提案されている。指紋や光彩といった個体に固有の生体情報を用いる
認証方式は，非常に高い信頼性があるものの，現時点で大学教育の場に導入す
る場合には，個人情報の慎重な取り扱い等，倫理的な側面からの検討が必要に
なると思われる。
以上の先行事例は，爆発的に普及したインターネットの技術をはじめ，最近
の技術革新（イノベーション）によって可能になったものが多い。また，大学
の教育環境には，それらの技術が積極的に取り入れられている。
一方，出席管理の主体は教員であり，学生はシステムを通じて管理されると
いう側面を持っている。従って，システム運用の評価は教員の視点で行われる
ものが多く，学生の視点に立脚するものは非常に少ない。
出席管理をはじめとする学習管理は，本来は学生個人が主体となって行うべ
きものであって，むしろ情報システムは学生の主体性を尊重するような形で支
援するものが求められているのではないだろうか。そのような問題意識から，
単に時間的及び事務的コストの削減を目的に出席管理システムを構築するので
はなく，システム利用者としての学生の学習を支援するという観点から，学生
の意見を反映させるために要求分析を行った。
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３ 要 求 分 析
３．１ システム利用者としての学生の要求分析
松山大学で利用することを想定した出席管理システムの開発にあたり，シス
テムの中心的な利用者となる学生の要望を分析するため，２００７年７月１６日，
著者の担当する「情報コース特殊講義 Webデザイン論」の授業において，
青森大学などで導入されている携帯電話による出席確認システムの事例を紹介
し，受講生に対し出席確認の方法について率直な意見を求めた。また，２００８
年１月２５日，著者の担当する「情報処理論（応用）」の最終授業において，出
席管理システムのうち出席状況の確認機能について受講生に対し率直な意見を
求めた。
まず，出席管理システムによってWebを利用して出席データを送信する方
法については，出席カードの提出に比べて手軽に出席確認ができるため，好意
的な意見が多数を占めた。一方で，なりすましによる代返等の不正行為には批
判的な見方が多く，厳しく不正行為をチェックする，または不正行為そのもの
が不可能な仕組みを作り上げることが求められた。そこで，システム導入時に
は不正行為ができない仕組みを実装するとともに，その実装によって適正な情
報管理を実現できる点について学生には丁寧に説明する必要があると考えられ
る。また，正当な手段で送信した自分の出席データが適切に受け付けられてい
るのか記録を閲覧できる仕組みが求められる。特に，情報システムを導入する
場合は，出席カードに比べて操作の不手際による誤動作の可能性，情報システ
ムのバグによる例外的な処理の可能性が存在し，正しく情報の記録が行われて
いることを確認できるとよい。実際，２００６年度の簡易システム導入時には，
Webブラウザ上でフォームデータ送信用のボタンをダブルクリックする学生
が一定数見られ，同一の学生が二重に出席登録する事例があったので，
JavaScriptによる追加実装で重複登録を排除するようにした。
なお，出席管理システムの導入に関する学生の意見を付録にまとめた。
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３．２ 教員の要求分析と教育効果
大規模クラスの授業科目を担当する教員にとって，出席情報の管理に係る負
担は小さくない。第一に，出席カードの提出によって出席管理をしている教員
の場合，出席カードの回収に正規の授業時間を取られるだけでなく，その後の
集計処理には手間がかかる。集計処理を教務課の事務担当者に任せることも可
能ではあるが，事務作業を移転させるだけで，大学全体の事務コストは変わら
ない。さらに，集計結果がまとまるまでには一定の時間がかかる。
次に，少人数から中規模クラスの授業では，授業中に受講者を指名して質問
を投げかけたり，授業の中で学生グループを形成して作業やディスカッション
をしたりといった場合に，当該授業における出席者のリストをリアルタイムに
得られることは，教員にとって大きなメリットである。
さらに，出席情報を使って期末試験やレポートの成績との相関を調べること
が可能になるほか，オフィスアワーにおける学習指導や補習等の学習支援に
は，それまでどの授業内容に出席し，または欠席したのかといった出席情報が
参考になる。この場合は，出席データが正確に記録されることが求められる。
３．３ 出席管理システムの要件定義
以上の要求分析を踏まえ，出席管理システムを開発するための要件を定義し
たい。学生の視点に立脚した要求事項は，次のようにまとめられる：
紙媒体の出席カードに比べて手軽に出席データを提出できること
なりすましによる代返等の不正行為が不可能で，出席情報が適正かつ公正
に管理されていること
いつでも自分の出席に関する記録が確認でき，必要に応じて修正を求める
ことができること
また，教員の立場からは，次の要求事項が存在する：
出席データの集計作業に事務的及び時間的な負担を軽減すること
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ユーザー
↑↓
プレゼンテーション層 （XHTML＋CSS）
ファンクション層 （PHP）
データベース層 （MySQL）
図２ ３層アーキテクチャー
当該授業の時間中に出席者の一覧がリアルタイムに得られ，指名やグルー
プ分けなどに利用できること
出席データを記録するデータベースに正確な情報が記録され，必要に応じ
て簡単に情報を取り出すことができること
以上の要求事項を情報システム開発の要件として定義し，出席管理システム
への実装によって課題の解決を試みる。
４ 出席管理システムの概要
本研究で設計した出席管理システムは，プレゼンテーション層，ファンク
ション層及びデータベース層から構成される３層アーキテクチャー（図２）に
基づくWebシステムとして実装した。３層アーキテクチャーを採用した最大
の理由は，それぞれの層に機能を分割することで，将来，柔軟にシステムの構
成を変更することができるからである。
ユーザーインターフェースの部分を実現する「プレゼンテーション層」は，
すでに開発済みで運用実績のあるWebフォームを採用する。Webフォームを
利用して，学籍番号やパスワードなどの本人確認情報を認証するとともに，ブ
ラウザの画面上に必要な情報を表示する。また，利用端末を携帯電話とする場
合には，携帯電話で表示可能な画面構成をプレゼンテーション層に追加実装す
ればよい。その場合は，XHTMLのサブセットであるコンパクト HTMLでペ
ージを記述する。さらに，入力装置として ICリーダのパソリ（PaSoRi）を導
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入すれば，学生証などに内蔵されている ICチップを本人確認に利用できるよ
う機能を拡張することも可能である。
アプリケーションプログラムを実行する「ファンクション層」では，PHP
を用いて処理を担当する。PHPはWebページを記述する XHTMLの構造を壊
すことなくそのまま内包させることができ，記述のしやすさと動作の軽快さの
ため多くの場面でWebシステムとして採用されることが多い。
また，学生の履修登録データや出席データを管理する「データベース層」は，
MySQLで構築し，アプリケーションプログラムの要求に応じて，データの追
加・更新・削除などの機能を担当する。PHPとMySQLは親和性が高く，両者
を組み合わせたWebシステムは動作速度及び安定性の観点から一定の評価を
得ている。
オペレーティング・システム（OS）として動作する Linux及びWebサーバ
として機能する Apacheに加え，データベース管理システムMySQL，スクリ
プト言語 PHPを合わせて，LAMP（Linux + Apache + MySQL + PHP）と呼ば
れている。１０）本研究で開発した出席管理システムは，これらオープンソースの
技術が基盤となっている。
なお，本システムは Attendance Management and Utility System for Education
を略して単に AMUSEと呼ぶ。
４．１ 教員ツール
本研究で開発した出席管理システム（AMUSE）は，Webサーバ上で動作す
るため，クライアント側はMicrosoft Internet ExplorerやMozilla Firefoxなどの
一般的なブラウザを用いて操作することができる。AMUSEを利用する教員
は，特別な権限でシステムにログインし，担当科目のすべての受講生について
出席記録を参照できる。（図３）
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４．２ 受講生ツール
AMUSEを利用する学生は，学籍番号とパスワードを入力することでログイ
ンし，受講する科目の出席登録をしたり，それまでの出席記録を参照したりす
ることができる（図４）。
パスワードの登録は，AMUSEの初回利用時に受講生自身で行うことにな
る。データベースには学生情報として学籍番号や氏名といった基本情報が学生
テーブルとして格納されている。また，AMUSEを使って出席管理を行う授業
ごとに，授業テーブルで履修者の学籍番号をキーとするリストが格納されてい
るため，授業ごとに学生情報と関連付けられる。さらに，授業テーブルには，
授業の実施曜日及び時間等が格納されているため，それらの情報を関連付ける
ことによって，複数の授業を履修している学生であっても，授業ごとにパスワ
ードが異なるという問題は解消され，学籍番号とパスワードを使って AMUSE
にログインするだけで，出席登録ができるようになっている。
しかし，学生は学内の情報システムを利用するために，学内ポータル，演習
図３ AMUSEの動作画面（教員ツール）
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用サーバ，その他さまざまなアカウントが割り当てられている。現在，AMUSE
は新たなアカウントを発行するという点において，学生のアカウント管理に混
乱をもたらすことが予想される。このような問題は，特に８桁の学籍番号をユ
ーザー名に割り当て，システムごとに異なるパスワードをつけることに起因す
る。そのため，パスワード認証の失敗による口頭での申し立て，パスワードの
再発行及びその際の本人確認等，事務作業が新たに発生するだけでなく，ソー
シャルエンジニアリング等の不正行為につながる抜け穴を与える。また，異な
るシステム間で同一のパスワードを用いることは，AMUSEではユーザーのパ
スワードをハッシュ関数で暗号化してデータベースに格納しているとはいえ，
情報セキュリティの観点からは問題を含むことになる。
その問題を解決するためには，LDAP等の認証技術を用いて一元的なアカウ
ント管理を取り入れる，AMUSEを学内ポータルの一部として実装する，と
いった工夫が必要となる。いずれの方法を採用するにしても，情報セキュリ
図４ AMUSEの動作画面（受講生ツール）
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ティの面から慎重な運用が求められるとともに，追加の開発が必要となるが，
教育システム等の増加によって学生のアカウント管理の負担を軽減する効果は
期待できる。
学生が授業時に AMUSEを利用するには，パソコンが設置されている教室又
は持ち込んだノートパソコンを有線又は無線 LANに接続して使用できる教室
を想定することになる。特に，授業で出席登録を行う場合には，パソコンと
ネットワークの使用が前提となる。これまでの出席記録を閲覧したり，記録の
訂正や問い合わせをしたりする場合であれば，自習室を含めて学内のネットワ
ーク環境だけで AMUSEを利用することができる。
では，学生がパソコンとネットワークを使用できない教室では，どのような
方法によって出席登録ができるようになるだろうか。次に，携帯電話から
AMUSEにアクセスする場合について述べる。
４．３ 携帯電話からのアクセス
受講生が携帯電話から AMUSEにアクセスする場合，授業によっては出席記
録の参照だけでなく，出席登録ができるようにすることも可能である。（図５）
携帯電話のインターネット接続機能は，各キャリアの無線アクセスポイント
を経由して，インターネットに接続されている。従って，AMUSEに携帯電話
端末からアクセスできるようにするには，一連のシステムを学内イントラネッ
トではなく，インターネット上に配置する必要がある。
携帯電話から授業の出席登録をする場合，出席データの送信時間は正しく確
認できるものの，受講生の存在場所が教室内であることの確認は容易でない。
たとえ教室内に居合わせなくても，授業への出席者と同様に出席登録できるの
は問題とすべきである。この場合，教室内で合言葉を指定し，出席登録と同時
にそのキーワードを入力させるなど，なりすましによる代返行為など不正の防
止を図る仕組みが求められる。
なお，これまでの出席記録の確認など，出席登録以外の機能については，い
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つでもどこからでも確認できるという意味において，学生には有用である。
４．４ アクセスの記録と保持（情報セキュリティ）
教員及び学生等ユーザーによる AMUSEへのアクセスは，例外なくアクセス
ログとして記録すべきであると考えられる。Apacheにおける httpdなどのサー
ビスを使うと，Webサーバへのアクセスはページ要求が発生するごとに，その
都度，アクセス元 IPアドレス，接続時刻，要求ページ及び要求結果等のログ
が記録される。しかし，システム利用時には，Webページに対するアクセス
だけでなく，データベース管理システムに対する SQLクエリを含めてすべての
アクセスを別のファイル又はデータベースに記録しておくことが求められる。
正確なアクセスログを記録しておくことで，例えばユーザーの操作漏れによ
るデータの未送信その他の可能性を事後に検証できる。紙媒体での提出とは異
なり，電子データのやり取りは形で見えないことが多いため，すべてのアクセ
ス行為をその都度記録し，後で参照できるようにしておくことが望ましい。少
なくとも，システムの初回利用時におけるユーザー登録では，同一の人物が複
図５ AMUSEの動作画面（携帯端末）
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数のアカウントを生成することのないように注意を払う必要がある。また，何
らかの理由で初期登録をしていない学生についても，配慮しなければならない。
本システムのデータベース管理システムは学生の出席データを保存し，Web
サーバ上で出席データを処理することから，情報セキュリティ対策の一つとし
てアクセスログを保持することは問題の発生を予防するとともに，問題発生時
に適切な解決策を探る上で重要な証拠となり得る。
SQLインジェクション等の攻撃に対しては SQLクエリの検査及び特定文字
列の無効化によって情報セキュリティ上の対策は施されているものの，そのよ
うな攻撃を把握し，出席データの持ち出しや改ざんなどの不正アクセスがない
ことを確認できることは情報システムの運用には不可欠の要素である。
現時点ではアクセスログからデータマイニング手法を用いて不正アクセスを
検出する機能は実装されていないが，例えばユーザーの初期登録時や毎回のア
クセス傾向について自動的に分析し，リアルタイムに不正行為を発見する知的
なシステムに拡張することは改良の一つの方向性である。
５ ま と め
本稿では，出席管理システム AMUSEの設計，開発及びテスト運用について
述べた。従来のファイルベースの出席管理システムに比べ，関係データベース
管理システム（RDBMS）を導入した本システムは，必要な機能を一通り備え
るだけでなく，将来の拡張にも対応できる汎用性を考慮した上で設計され，主
な利用者である学生の意向を取り入れたものとして有効であると考えられる。
実際，これまでの出席状況を確認できる機能には学生から高い評価を得た。
教員にとっては，出席管理システムの導入によって，これまで手作業で行っ
てきた事務的コストを削減できるだけでなく，時間的コストの削減にも有効で
ある。そのため，教員は授業内容の充実にエネルギーを注ぐことができ，昨今
の社会的要請を踏まえ，本来の教育目的の実現に資するものと期待される。ま
た，授業担当者の負担軽減によって，質疑応答など学生とのコミュニケーショ
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ンに割くための時間を確保でき，学生の学びの質をいっそう向上させることが
可能になると考えられる。
授業を実施する担当者の意向として，その授業の目的に応じて，出席を取る
場合と取らない場合がある。出席を取る場合は，受講者数の規模や教室の環境
等に応じて様々な出席確認の方法がある。本研究の主眼は，授業のあり方につ
いて教育的な観点から議論するのではなく，出席確認の一つの方法として学内
ネットワークを利用した情報システムを提案するものに過ぎない。もちろん，
その狙いは教育の品質向上にある。
ただし，本システムは永遠の β版として，他のWeb上のサービスと同様に
利用環境の変化に合わせて進化していく運命にある。特に，松山大学では学生
証に ICチップが内蔵されていることから，AMUSEのプレゼンテーション層
に PaSoRiを接続したインターフェースを追加実装し，パソコン実習室や学生
一人ひとりにネットワークの接続環境がない一般教室において学生証による出
席登録ができれば，利便性が向上する。次の課題は，その機能を実現すること
である。
なお，本稿は２００７年度に交付を受けた松山大学教育研究助成による研究成
果の一部である。
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付 録
出席管理システムの導入に関する学生の意見
２００７年７月１６日，著者の担当する「情報コース特殊講義 Webデザイン論」の授業にお
いて，青森大学などで導入されている携帯電話による出席確認システムの事例を紹介し，受
講生に対し出席確認の方法について率直な意見を求めた。その結果，得られた意見は次の通
りである：
青森大学の取り組みは非常に画期的だと思います。松山大学でもやってみるといいと思
います。
この授業（＝Webデザイン論）のような出席のとり方は不正はできないと思うのでいい
と思います。
このような出席のとりかたは，代返ができないので，良いとおもう。
出席確認を送信という形は生徒の立場としてもありがたいように思います。出席カード
もいらないし，書く手間もはぶけるのでこのような形での出席確認が広まるといいと思
います。
携帯電話でも友達と協力すれば授業に参加しなくても出席は取れると思うのであまり意
味がないと思います。
ある授業ではパスワードを言って携帯電話で出席取っています。でも時間がかかるの
で，私はパソコンメールでの出席確認が送りやすいです。
パソコンでの出席確認は出席カードと違い，代わりに出すということができないので良
いシステムだと思います。
学生証で出席確認をしたら，本人確認ができるのではないでしょうか。
出欠を情報システム化すれば，集計する時に便利になると思います。しかし，アナログ
ですが，自分の手で出欠カードを書いた方が，確実で安心します。
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出席をして出席点をくれればいいと思う。
カードだとずるができるので，公平に出席を取れる方法がいいと思います。
簡単に確認できるので良いと思います。
不正はなくなったほうがいいとは思います。
ウェブからだと出席カードより楽でいい。授業の終わりの混雑もないし。
出席をとってそれが成績に反映されるならばとってほしいけれど，関係ないならとらな
くていいと思います。
処理をして下さる方にとっては便利ということで…。
大いに賛成です。ただ，今遅刻している人が出席したとしても，授業中に寝る人が増え
ると思います。そして，遅刻癖のヒドイ自分としてはとても厳しいです。
出席は必要であると思います。大学生はさぼり癖がついてしまうので，このままでいい
です。
出席はとるべきだと思う。
やはり出席は，毎回取るべきだと思う。まじめに来ている人にとっては，テストだけで
きて判定 Aをもらうのは，不公平だと思う。
携帯電話で出席確認する方法は，ほかの授業で使用したが，代返防止にはとても役に
立ったと思う。私は賛成だ。
席を指定してそこから先生が出席を確認する。
便利だと思います。
厳格に出席をするべきではないと思います。
まず出席を取る理由を知りたいです。
大学で出席は必要ないです。
出席の代返ができないので，みんな真面目に授業に出ざるを得ないと思うので，いい案
だと思います。
厳密に取ること：特に必要はないかと思います。しかし公平性では評価できる取り組み
ですね。しかし基本的には先生と同じ意見で，能力さえ身につけばよいかと思います。
受ける必要性がないと感じられるほど得るものがない授業，既に知っている分野の授
業，板書だけの授業などは個人的に時間の無駄だと思うので。
携帯電話の活用：携帯電話を忘れたら最悪ですよね。（よく忘れるので痛いです）
代返はしない方がいいと思います。それでは正確な出席者がわかりません。
今の時代にそった出席確認なのでいいと思う。しかも，時間，どのパソコンから出席確
認データを送ったかわかるので，不正もないので効率がいい出席確認の仕方だと思いま
す。
携帯で出席データを送れるというのはとても便利だと思いますが，どこからでも送れる
というのは，たとえ出席していなくても出席扱いになるということにもなるので，
ちょっと考えものだなぁとも思います。
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テストで，その授業の成果が計られるものであればそれでいいと思います。でも，しっ
かり授業に出席している学生が単位を落として，出席していない生徒が単位をとるとい
う結果になるのは，どうかと思います。まあそんなことはないと思いますが…。
出た人にプラスになるのはいいですが，別に厳格にとる必要もないと思います。義務教
育でもないし，自分が必要ならば出席し，そうでないならば出席する必要はないと考え
るからです。しかし，テストに自信のない者としては出席点がプラスになればありがた
いです。
代返は嫌いです。
受けてもいないのに出席になるのは許せません。真面目に受けている人がきちんと評価
されないのはおかしいと思います。
何かの授業で携帯での出欠確認をしました。パスワードや時間設定などでカバーされて
はいるものの，やはり出席していない友人にパスワードなどを送信して出席していない
のに出席している状態になる人もいたようです。また，携帯を忘れた時はデータを反映
させるのに時間がかかり，今までの出席状況を確認するページで最後まで出席した日に
×（バツ）がついていて不安になりました。
賛成です。ただ，メールを送るとかじゃなく，電子マネーみたいなやり方が楽でいいと
思います。
学校に通う生徒としては，教室に居なくても出席確認ができるというのは凄く有難いシ
ステムだと思います。不正が横行して，まじめな就学者には失礼なことですが，生徒の
本音は大多数がそれだと思います。
出席管理システムの導入に関する学生の意見
また，２００８年１月２５日，著者の担当する「情報処理論（応用）」の最終授業において，出
席管理システムのうち出席状況の確認機能について受講生に対し率直な意見を求めた。その
結果，得られた意見は次の通りである：
出席を確認できるのはいいシステムだと思います。自分がいつ出席していて，いつ欠席
しているのか分かれば参考になると思います。学籍番号とパスワードを入力するだけな
ので，友達に送ってもらったり，携帯とかでも出来るようになると，出席してないの
に，出席したように送る人とかも出てくると思うので，悪用されないような対策も必要
だと思いました。
ある先生の授業で，学生証で出席確認する授業がありました。最初は問題だらけでした
が，最後はちゃんと機能していました。いちいちカードを書かなくていいので，便利で
したが，大渋滞するのが欠点だと思いました。何回出席しているかが分かれば，すごく
便利なので，来年度からはぜひ取り入れてください。
大変に良い試みだと思います。
個人的にも，どのくらい出席したのか明確になれば，精神的にもゆとりが持てると思う
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ので，賛成です。
携帯で出席をとるシステムは，ほかの授業でやったことがあります。でも，不都合がで
る人もいたし，最初の登録がすごく時間がかかったことを覚えています。ICチップを利
用して，ある先生の授業では学生カードでの出席をとっていました。これも最初の登録
が大変そうでしたが，後々はピッとかざすだけでよかったので，とても楽チンに出席が
取れたと思います。
出席をコンピュータで管理して，学生側からも確認ができるということは便利で良いと
思います。ただ，確実に出席してることが確認できるように工夫することも必要だと思
います。
出席管理システムについては，パソコンで出席確認をするようにすることで，代返等が
できなくなるので，厳正な出席管理をしていく上では非常にいいと思います。
出席が自分で確認できるのはいいことだと思います。部活動での大会などでの公欠が反
映されているかどうか心配です。
他の授業でもこういうシステムがあったらいいと思う。
出席管理システムは，前期のWebデザイン論のように時間で管理したほうがいいかと
思います。遅刻する人も減ってよいかと思います。
こういう風に出席を調べられたら，おもしろいなと思いました。他には，他人に頼んで
ズル休みをするといったことのできないシステムにしてほしいです。
自分のそのときの出席状況を知ることができるので良いと思います。
自分の出席が確認できるととても便利だと思います。
出席管理システムについては，良い考えだと思います。
出席管理システムは，自分でも出席状況がわからないことが多いので，いいことだと思
います。
出席管理システムは欠席した場合にメールを送って今どのくらい休んでいるかを教えて
くれたらうれしいとおもいます。
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